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　わたしたちが買い物に行くスーパーやデパートには、たくさんの製
せ い

品
ひ ん

や食
品が売られています。
　わたしたちは、買った製

せ い

品
ひ ん

が古くなっていらなくなったり、食べきれずに、
食品が余

あ ま

ったりしたときは、ごみとして出しています。
　現

げ ん

在
ざ い

、佐賀県
け ん

民
み ん

１人が１日に出すごみの量
りょう

は、およそ 886g です。県全
体では、家庭などから１日におよそ 725 トンのごみが出されており、１年
間にするとおよそ 26.5 万トン（2020 年度）にもなります。
　また、工場などから出される産

さ ん

業
ぎょう

廃
は い

棄
き

物
ぶ つ

もあります。
　わたしたちが出すごみを減

へ

らすために、わたしたちができることを考える
必
ひ つ

要
よ う

があります。

◆ごみ

５．廃
はい

棄
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物
ぶつ

とリサイクル
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５．廃
はい

棄
き

物
ぶつ

とリサイクル
　まだ食べられるのにごみとして捨

す

てられる食品のことを「食品ロス」とい
います。
　日本中の家庭やレストランなどから出される食品ロスは、１年間で約

や く

522 万トンと計算されており、これは１人あたりお茶
ち ゃ

碗
わ ん

１杯
ぱ い

分（約
や く

113g）
の食べ物が毎日捨

す

てられていることになります。
　食べられるものがゴミになってしまうのは、とてももったいないことなの
で、好

す

き嫌
き ら

いをなくして残
の こ

さず食べるようにすることが大切です。

　家庭や会社から出るごみは、大きく「燃
も

えるごみ」、「燃
も

えないごみ」、「粗
そ

大
だ い

ごみ」、「資
し

源
げ ん

ごみ」に分けられます。
　家庭からのごみは、市役所や町役場のごみ収

しゅうしゅうしゃ

集車で集められて処
し ょ

理
り

施
し

設
せ つ

に
運ばれます。
　また、工場などから出る産

さ ん

業
ぎょう

廃
は い

棄
き

物
ぶ つ

は、専
せ ん

門
も ん

の処
し ょ

理
り

業者が集めて処
し ょ

理
り

して
います。集められたごみは、処

し ょ

理
り

施
し

設
せ つ

で燃
も

やされたり細かくくだかれたりし
た後、埋

う

め立てられます。
　ごみの出る量

りょう

が多すぎると、処
し ょ

理
り

が間に合わなかったり、埋
う め

立
た て

地
ち

が足りな
くなったりする心配が出てきます。

ご み

再生利用・再資源化
(リサイクル )

燃えるごみ
(紙くず・生ごみなど )

粗大ごみ
(家具・自転車など )

そ だい

さい　せい　　り　 よう　　　　さい　 し 　げん不燃ごみ
粗大ごみ
破砕処理施設

そ だい

ふ　 ねん

は さい しょ り し せつ

最 終 処 分
さい　　　　しゅう　　　　しょ 　　　　ぶん

可燃ごみ
焼却処理施設

(焼却場 )

しょうきゃくしょ り し せつ

か　　ねん

しょうきゃく

燃えないごみ
(陶器・瓦など )

とうき　　　かわら
資源ごみ

(空き缶・空きびん・古紙など )

し げん

かん

分 別
ぶん　　　 べつ

も も

◆食品ロス

◆ごみの収
しゅうしゅう

集と処
しょ

理
り
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　わたしたちは、石油や木などからできた製
せ い

品
ひ ん

や電気を使いながら、便
べ ん

利
り

な
生活を送っています。しかし、石油などは何百万年という長い時間がかかっ
てできるもので、人間が作ろうとしてもかんたんにはできないものです。こ
のような資

し

源
げ ん

はいくらでも使えるものではなく、その量
りょう

には限
か ぎ

りがあります。
　わたしたちは、できるだけごみを出さないように工

く

夫
ふ う

したり（リデュース）、
何度もくり返して使ったり（リユース）、その後使えなくなったら別のもの
を作る原

げ ん

料
りょう

として使うこと（リサイクル）が大切です。
　家庭などから出るごみの中から、リユース、リサイクルできるものは、ご
みとしてではなく、「資

し

源
げ ん

物
ぶ つ

」として出すようにしましょう。

◆リデュース、リユース、リサイクル

3R

①ごみを減らす ②くり返し使う ③再生利用
へ さい　せい　　り　　よう

Reduce リデュース Reuse リユース Recycle リサイクル

○資源となるごみはき
ちんと分けて、資源回
収に出す。
○リサイクルされた製品
を使う。

○使いきってごみを出さ
ないようにする。
○ごみになりにくい製品
を買う。
○使いすての製品はな
るべく使わない。
○包装紙などはできる
だけ少なくする。
○マイバッグを持って買
いものにでかけ、レジ
袋をもらわない。
○つめかえ製品を買う。

ほう そう   し

せい ひん

○ものはくり返し使う。
○いらなくなったもの
は、ほしい人にゆず
る。
○フリーマーケットやリ
サイクルショップを利
用する。
○こわれたら修理して使
う。

しゅうり

り

よう

し  げん かい

し  げん

ぶくろ

せい ひん

せい ひん

せい ひん

しゅう

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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　自
し

然
ぜ ん

にある資
し

源
げ ん

を節
せ つ

約
や く

し、ごみを捨
す

てないで何度も原料として再
さ い

利
り

用
よ う

して、
環
か ん

境
きょう

への影
え い

響
きょう

を少なくする社会を「循
じゅん

環
か ん

型
が た

社会」といいます。
　循

じゅん

環
か ん

型
が た

社会をつくるためには、不
ふ

必
ひ つ

要
よ う

になったものをきちんと分
ぶ ん

別
べ つ

するこ
とも大切ですが、リサイクル製

せ い

品
ひ ん

を積
せ っ

極
きょく

的
て き

に買うことも大切です。

◆循
じゅんかんがた

環型社会をつくるために

●�使いすて製
せい

品
ひん

をなるべく使わず、不
ふ�ひつ � よう

必要な包
つつ

みや袋
ふくろ

は断
ことわ

るように
しましょう。

●�ごみを出すときは、市町で決められたルールを守って、きちんと
分
ぶん

別
べつ

して出しましょう。
●�食事は残

のこ

さず食べて、ごみを少なくしましょう。また、生ごみを
出すときは、必ず水切りをきちんとしましょう。

●�買い物のときは、まず必
ひつ

要
よう

かどうか考えて、リサイクルされた製
せい

品
ひん

やくり返し使える資
し

源
げん

で作られたものなど、できるだけ環
かん

境
きょう

に
やさしいものを選

えら

びましょう。

わたしたちに
できること
わたしたちに
できること
わたしたちに
できること
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◆海のプラスチックごみ問題

　近年、回
か い

収
しゅう

されずに川などを通じて海に流れ込
こ

み、海
か い

岸
が ん

へ漂
ひょうちゃく

着したり、海に浮
う

かぶ海
か い

洋
よ う

ごみが問
題となっています。
　ペットボトルなどの容

よ う

器
き

包
ほ う

装
そ う

から家庭用品やオ
モチャまで、日

に ち

常
じょう

生活のあらゆる場所で利
り

用
よ う

され
ているプラスチック。海洋ごみにはこのプラスチッ
クが多くふくまれており、便

べ ん

利
り

な一方で、海の環
か ん

境
きょう

に悪
あ く

影
え い

響
きょう

を及
お よ

ぼしています。
　「海

か い

洋
よ う

プラスチックごみ」は長期にわたり海に残
の こ

り、
このままでは 2050 年までに魚の量

りょう

を上回ることが予
よ

測
そ く

されるなど、地球規
き

模
ぼ

での環
か ん

境
きょう

汚
お

染
せ ん

が心配されてい
ます。
　また、中にはマイクロプラスチックと呼

よ

ばれる５ミ
リメートル以

い

下
か

のプラスチックも増
ふ

えており、動物が
それらを飲みこんでしまうなど、生き物とその生き物が生息する環

かんきょう

境へ影
え い

響
きょう

を
あたえるとともに、海からとれる食べ物を通じて人の体に取り込まれ、人体に
も影

え い

響
きょう

をあたえることが心配されています。

　海のプラスチックのほとんどは陸
り く

からのプラス
チックごみです。レジ袋

ぶくろ

やペットボトル、使い捨
す

ての食
しょっ

器
き

、商品のパッケージなど、使い捨
す

てにさ
れるプラスチックごみがポイ捨

す

てされたり、屋
お く

外
が い

に放
ほ う

置
ち

されたりすると、雨や風によって川に入り、
海に流れ出てしまいます。
　海に流れ出たプラスチックのごみは、潮

し お

の流れ
や風の力によって遠くまで運ばれたり、水面や水中に浮

う

かんで遠くまで運ばれ
たり、海の底

そ こ

に沈んだりしています。

海洋ごみとマイクロプラスチック

海のプラスチックごみはどこからくるの？

佐賀県唐津市海岸

資
し

料
りょう

：九州大
だい

学
がく

　磯
い そ べ

部研究室

佐賀県唐津市海岸

ポイ捨てやポイ捨てや
屋外で放置された屋外で放置された
プラスチックごみがプラスチックごみが
散乱散乱

雨や風によって、雨や風によって、
川へ流れて海へ川へ流れて海へ 水面や水中に浮遊しているご水面や水中に浮遊しているご

み。風や海流、潮流によってとみ。風や海流、潮流によってと
おくまで運ばれることもある。おくまで運ばれることもある。

海岸にうちあげられたごみ。大海岸にうちあげられたごみ。大
きな木や海藻に交じって、生活きな木や海藻に交じって、生活
ごみや漁具が漂着している。ごみや漁具が漂着している。

漂流ごみ漂流ごみ

漂着ごみ漂着ごみ
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　こうした問題の解
か い

決
け つ

に向けては、私たち一人一人が毎日の暮
く

らしの中でプラ
スチックごみを減

へ

らす取組をしていくことが重
じゅう

要
よ う

です。
　佐賀県では、すべての県民がプラスチックごみ問題を理

り

解
か い

し、自分から進ん
でプラスチックごみを減

へ

らすことを目指す「プラスマ Life さが」に取り組んで
います。
　一人ひとりがプラスチックごみを少しずつ減

へ

らす生活を心がけることで、大
切な佐賀の自然を守っていきましょう。

プラスチックごみを減
へ

らす取組

●マイバッグを持参し、レジ袋
ぶくろ

はもらわない。
●�マイボトルを持ち歩き、プラスチックのカップの使用を減らす。
●�マイはしを持ち歩き、プラスチックのスプーンや
フォークの使用を減らす。

●プラスチック製のストローの使用を少なくする。
●�スーパーなどで食品を小分けにするポリ袋

ぶくろ

の使用を減らす。
●�詰め替え用ボトルなど繰り返し使えるものや、環

かんきょう

境
にやさしいプラスチックを使用したものを選ぶ。

●�食品の保
ほ

存
ぞん

はふた付き容
よう

器
き

を使い、ラップの使用を減らす。
●海・川・山のレジャーではごみを持ち帰る。
●河

か

川
せん

敷
じき

や海岸の清
せい

掃
そう

活動に参加する。
●ごみは所

しょ

定
てい

の場所・時間に、分
ぶん

別
べつ

して出す。
●ごみのポイ捨

す

て、不
ふ

法
ほう

投
とう

棄
き

はしない。

わたしたちに
できること
わたしたちに
できること
わたしたちに
できること

県内一斉ふるさと美化活動

海岸清掃の様子

佐賀県の取組例佐賀県の取組例

有明海クリーンアップ作戦




